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特集　回路図投入！バーチャル回路マシンDVD

てしまいましたが，今でもロシア，中国，東欧などで
は生産が続けられています．米国産や国産の流通在庫
も，まだまだ出回っています．
　真空管は，最先端のエレクトロニクスのデバイスと
しては，完全に忘れ去られています．しかし，ギター・
アンプ，コンデンサ・マイクなどの増幅素子としては，
音質的に代替できるデバイスがなく，未だに現役で生
産が続けられています．
● デバイス・モデル
　LTspiceで真空管の解析を実行するためにはサブサ
ーキット形式の真空管モデルを作成します．
　私は，日本，米国，欧州の真空管を中心に，273種
類のモデルを作成し，次のウェブ・ページで公開して
います．
http://ayumi.cava.jp/audio/

　今回，付録DVD−ROMにシンボルを選択するだけ
でLTspiceで利用できるようにした真空管モデルを
278種類収録しています．
▶種類
　真空管には，ダイオードに相当する2極管，トラン

　ギター・アンプは，エレキ・ギターのピックアッ
プ・コイルで弦の振動を拾って増幅し，スピーカか
ら出すための装置です．楽器の一部として音の個性
を作るため，さまざまな工夫がされています．
　特にロックでは，迫力を出すために通常音をひず
ませて使います．音をひずませるだけなら，エフェ
クタ（ギターとアンプの間に入れて音を変化させる
装置）を利用しても実現できますが，真空管ギター・
アンプと同じ音を出すことは難しいようです．どこ
のスタジオにも置いてあるくらいに真空管ギター・
アンプに対するニーズは高いです．
　写真1に実際の真空管ギター・アンプ Marshall 
1987を示します．本稿ではLTspiceに真空管のデバ
イス・モデルを組み込み，名機を甦らせます．
� 〈編集部〉

根強い人気！クラシック増幅素子
「真空管」

● 現役の電子デバイス
　日本では1970年代に民生用の真空管の製造を止め

ギター・アンプ Marshall 1987

写真1（1）　真空管ギター・
アンプ Marshall 1987（実機）
本稿ではLTspiceに真空管デ
バイスのシンボルとモデルを
組み込み，本アンプを作成す
る．LTspiceはWAVファイル
を出力できるので，作成した
アンプの音を音楽再生ソフト
ウェアで聞くこともできる．
LTspice用の真空管のシンボ
ルとモデルは付録DVD−ROM
に収録されている
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第3章

中林 歩 Ayumi Nakabayashi

甦れ！ ビンテージ
真空管ギター・アンプ
Marshall 1987

1960年にタイムスリップ！クラシ
ック増幅素子の音をパソコン再生

278モデル
をDVDに

収録
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